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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，高齢期における人生マネイジメント方略が高齢者夫婦の精神的健康にどの
ような影響をもたらしているのかを明らかにすることである。2011年に地域に居住する高齢者夫婦1500組に初回調査，
2013年に3年後の追跡調査を行った。初回調査に回答した498組の夫婦のデータを解析した結果，「否定的なイベントを
受容できる柔軟な態度」が夫と妻それぞれの幸福感にとって重要であることが明らかになった。また，夫の「否定的な
イベントを受容したり，老化に伴う喪失を補償しようとする柔軟な態度」が妻の幸福感にとって重要であることが明ら
かになったが，妻のそのような態度は夫の幸福感に影響を及ぼさなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the effects of life management strategies 
on well-being among older couples in Japan. The initial and 3-year follow-up surveys were conducted toward
 1,500 older couples living in a suburban area of Tokyo. 498 couples' paired responses obtained from the i
nitial survey were analyzed.  The result showed that a flexible attitude toward accepting unavoidable nega
tive life events was important for both husbands and wives among older couples in Japan. Even more strikin
g were the crossover effects from husbands to wives, where we found that husbands' flexible attitudes towa
rd accepting unavoidable negative life events or in adopting compensating strategies for losses associated
 with aging are important for the well-being of their wives.
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１．研究開始当初の背景 
(1)高齢期においても，精神的健康を維持・
向上させつつ，年齢を重ねていくということ
をサクセスフル・エイジング（幸福な老い）
という。これまでに，その規定要因として，
周囲の人からのサポートなどの対人的要因
が明らかにされてきた。高齢期には，児童期
から成人期にかけての能力や技術の獲得と
いう傾向から，能力や技術の喪失という傾向
へという移行がみられるが，Baltes(1997）
は，高齢期に適応するためには，この獲得と
喪失のバランスを回復させる方略が必要で
あると考え，それを「補償を伴う選択的最適
化」（Selective Optimization with 
Compensation：SOC），あるいは，人生マネイ
ジメント方略（Life-Management Strategies）
と命名している。具体的には，年をとること
による資源（能力・技術）の喪失を補う（補
償する）ためには，関心のあるすべてのこと
をやろうとするのではなく，自分にとって最
も重要な目標を「選択」し，それに集中して
エネルギーを注ぐことが有効（最適）である
という考え方である。この SOC という概念を
実際に測定するための操作的な定義が成功
し，質問紙が作成されたのは，つい最近であ
る(Freund & Baltes, 2002)。Baltes らは，
SOC が精神的健康の指標と関連していること
を明らかにしているが，我が国ではまだこの
概念を用いた研究は行われていない。本研究
の第１の目的は，我が国において，この SOC
概念の測定尺度を整備し，それと精神的健康
との関連を明らかにすることである。 
 
(2)高齢期において精神的健康を維持・向上
させていく上での大きな要因の１つに，家族
関係，その中でも特に夫婦関係が重要である。
国内外において，夫婦がお互いの精神的健康
に影響を与えているという研究知見は多い
が，多くの研究は，夫婦の一方のみのデータ
に基づいたものなので，配偶者どうしの心理
状態（精神的健康，夫婦関係満足度など）の
相互関係が検討されていない。Raudenbush ら
（1995）は，夫婦のペアデータを用いて，階
層線形モデリング（HLM）という統計手法に
よって，成人女性の夫婦関係満足度は，自分
自身の職業役割満足度だけではなく，夫の職
業役割満足度によっても影響を受けるが，成
人男性の夫婦関係満足度は，自分自身の職業
役割の質のみからしか影響を受けないとい
うことを明らかにしている。本研究でとり扱
われる高齢期においても，夫の精神状態の悪
化は，妻にも影響するであろうし，その逆も
あることが考えられる。また，夫が SOC の方
略を用いている場合は，妻もその方略をよく
用いていることが予想される。このように夫
婦どうしの心理状態に対する分析は，夫婦間
の相互依存性を考慮した上で，検討されなく
てはならない。本研究では，高齢期における
夫婦をペアで研究協力者として募り，それぞ
れ独自に質問紙を評定させた上で，お互いの

心理状態の相互関係も明らかにする。 
 
(3)高齢期の精神的健康は，平均的には，加
齢とともに悪化していく傾向があるが，その
変化のパターンを個別に検討すると，健康が
維持されている人と悪化していく人がおり，
一様ではない。高齢期における人生マネイジ
メント方略，精神的健康における加齢変化の
パターンを見出し，その個人差を生み出す要
因を明らかにするためには，少なくとも３年
以上の期間をあけた２回の縦断調査が必要
である。本研究では，それらの要因の中でも，
特に，ペアとしての配偶者どうしの相互作用
に注目したい。 
  
２．研究の目的 
 高齢期における人生マネイジメント方略
と夫婦関係満足度が，夫婦相互の精神的健康
にどのように影響を及ぼしあっているかに
ついては，未だ国内外で検討がなされていな
い。高齢期を幸福に生き抜くために必要なこ
とは何かという課題を，人生マネイジメント
方略および夫婦の相互性という視点から検
討することによって，生涯発達心理学におけ
る理論的貢献ばかりではなく，高齢期におけ
る幸福な生き方を考察するという点におい
て大きな社会的意義があると考えた。本研究
においては，以下の 3点を明らかにすること
を目的とする。 
 
(1) 高齢期における人生マネイジメント方
略，夫婦関係満足度，精神的健康の夫婦間に
おける相互関係を検討する。 
 
(2) 初回調査から追跡調査までのそれらの 3
年間の変化を明らかにする。 
 
(3) 初回調査から追跡調査までの3年間にわ
たる人生マネイジメント方略，夫婦関係満足
度，精神的健康の変化に影響を及ぼす要因を
明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 2009 年度には予備調査を行い，人生マネイ
ジメント方略を測定するSOC尺度の日本語版
を作成した。その上で，2010 年度に夫の年齢
が70歳～79歳である高齢者夫婦1500組に初
回の郵送調査を行い，2013 年度に初回調査の
回答者に対して 3 年後の追跡調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1)SOC 尺度の作成 
 2009 年には Baltes の SOC 尺度の日本語版
を作成するために予備調査を実施した。英語
版のSOC尺度からトランスレーション―バッ
クトランスレーションの手続きを経て作成
した日本語版 SOC 尺度（４下位尺度×12 項目
＝48 項目）を 527 名の高齢者に対する郵送調
査で 2009 年 10 月に実施し，342 名の回答が



得られた。さらに 300 名を対象にその１ヵ月
後に再調査も行った。これらの調査の回答を
用いて，日本語版 SOC 尺度の４つの下位尺度
の信頼性（内的一貫性および再検査信頼性）
と，人生満足度，抑うつ，統制の位置，パー
ソナリティの５因子，社会的望ましさとの関
連が検討された。信頼性に関しては「選択的
選択」尺度の内的一貫性が低かった（α係
数：.467）が，これ以外の３つの下位尺度は，
適度な（α係数：.65 以上）を示していた。
また，再検査信頼性に関しては，４つの下位
尺度すべてにおいて.63 以上の適度な信頼性
係数が示されていた。SOC のすべての尺度は，
人生満足度，統制の位置とは正の相関，抑う
つとは負の相関を示していた。SOC とパーソ
ナリティとの関連としては，神経質傾向と
「最適化」に負の相関，開放性と「喪失に基
づいた選択」「最適化」「補償」に正の関連，
誠実性と「選択的選択」「喪失に基づいた選
択」「最適化」に正の相関がみられた。また，
SOC のすべての下位尺度が「社会的望ましさ」
と有意な関連がなかった。このことは，尺度
としては望ましいことであり，原版の尺度構
成において，「社会的望ましさ」との関連を
弱めるために強制選択法が用いられた工夫
が，日本語版においても反映されたため，と
考えられる。これらの結果より，日本語版 SOC
尺度において，ある程度の妥当性・信頼性が
認められた。尺度の信頼性と実用性をさらに
高めるために，Rasch モデルを用いて精選し
た短縮版（４下位尺度×６項目＝24 項目）を
作成した。 
 
(2)初回調査 
 2011 年 3 月に 1500 組の夫婦に調査を依頼
した。SOC 尺度短縮版，FGA 尺度，TGP 尺度，
夫婦関係満足度尺度，人生満足度尺度，抑う
つ尺度などが質問紙として用いられた。調査
の結果，夫 611 票，妻 550 票の有効回答が得
られた。夫婦ともに回答が得られたのは 498
組のデータを基に，人生マネイジメント方略
と精神的健康との関係を検討した。人口統計
学的変数，社会的ネットワーク変数を統制し
た上で，SOC（補償を伴う選択的最適化），FGA
（柔軟な目標調節），TGP（頑固な目標追求）
の主観的幸福感に及ぼす影響を階層線形モ
デリングという統計手法を用いて検討した。
その結果，①夫婦それぞれの FGA は，自分自
身の人生満足度に正の関連があり，自分自身
の抑うつに負の関連があった。②夫の FGA は
妻の人生満足度に正の関連があったが，妻の
FGA は夫の人生満足度と関連していなかった。
③夫の補償（SOC の一要素）は妻の抑うつに
負の関連があったが，妻の補償は夫の抑うつ
と関連していなかった。これらのことから，
避けがたい否定的なイベントでも受容でき
るような柔軟な態度が夫と妻それぞれ自分
自身の幸福に重要であることが明らかにな
った。さらに，夫の否定的なイベントを受容
できる柔軟な態度や老化に伴う喪失を補償

しようとする態度が妻の幸福感にとって重
要であることが明らかになった。このような
夫婦間の影響（クロスオーバー効果）は夫か
ら妻に対してのみみられ，妻から夫に対して
はみられなかったことは，注目すべき点であ
ると思われる。この夫婦間の影響の一方向性
については，今後，さらなる検討が必要であ
る。 
 
(3)追跡調査 
 初回調査に夫婦ともに回答してくれた調
査協力者のうち，住所の判明した 432 組に 3
年後（2014 年 2月）に追跡調査を実施したと
ころ，夫 327 票，妻 337 票の有効票が回収さ
れた。今後，これらのデータを集計し，人生
マネイジメント方略，夫婦関係満足度，精神
的健康の 3年間の変化，および，その変化を
もたらす要因を検討していく予定である。 
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